
教育研修講演

日　時：平成 31 年１月 26 日㈯　16：40 ～ 18：50
会　場：札幌医科大学臨床教育研究棟　第Ⅰ会場

Ⅰ．16：40 ～ 17：40

　「膝蓋大腿関節障害の病態と治療」
	 愛知医科大学 整形外科学講座
	 主任教授　出家　正隆　先生
	 座長：近藤　英司　先生
	 　　　（�北海道大学大学院医学研究院	

スポーツ先端治療開発分野　特任教授）

Ⅱ．17：50 ～ 18：50

　「超高齢化社会の脊椎脊髄損傷」
	 群馬大学大学院医学系研究科整形外科学
	 教授　筑田　博隆　先生
	 座長：山下　敏彦　先生
	 　　　（札幌医科大学医学部整形外科　教授）

日　時：平成 31 年１月 27 日㈰　11：00 ～ 12：00
会　場：札幌医科大学臨床教育研究棟　第Ⅰ会場

Ⅲ．11：00 ～ 12：00

　「�整形外科勤務医会の果たす役割	�
～働き方改革、男女共同参画、専門医育成など～」

	 横浜労災病院　運動器センター
	 副院長・運動器センター長　三上　容司　先生
	 座長：青木　光広　先生
	 　　　（北海道医療大学リハビリテーション科学部　教授）

日本整形外科学会教育研修講演として、専門医資格継続単位各１単位が取得できます。
　教育研修講演Ⅰ　外傷性疾患（スポーツ障害を含む）（02）　膝・足関節・足疾患（12）
　教育研修講演Ⅱ　脊椎・脊髄疾患（07）　リハビリテーション（理学療法 , 義肢装具を含む）（13）
　教育研修講演Ⅲ　�保険医療講習会、臨床研究 /臨床試験講習会、医療事故検討会、医療法制講習会、医療

経済（保険医療を含む）に関する講習会、地域医療 /医療福祉制度に関する講習会、専
門医としての人間性並びに社会性向上に資する講習会（医師患者間のコミュニケーショ
ンに関する講演や専門領域以外の科学的もしくは文化的な講演などを含む）など（14-4）
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TEL　011-611-2111
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会場へのアクセス
タクシー：JR札幌駅から乗車 15 分
地	下	鉄：東西線西 18 丁目駅より徒歩 8分
市　　電：西 15 丁目より徒歩 5分
※車での構内への入場はできません。公共の交通機関をご利用下さい。



会場案内図



参加者へのお知らせ
・受付は午前 8：20 から行います。
・�参加される方は、1階総合受付で参加費 3,000 円をお支払いの上、登録手続きを済ませて下さい。
・�ネームプレートをお渡しいたします。所属・氏名をご記入の上、会場内でご着用下さい。
・年会費・新入会受付も総合受付で行います。
・クロークは 1階にご用意いたします。
・建物内は禁煙ですので、ご協力をお願いいたします。
・車での構内への入場はできません。公共の交通機関をご利用下さい。
・下記学会ホームページから抄録集の内容を見ることができます。
               https://site2.convention.co.jp/hokuseisai136/

座長・演者へのお知らせとお願い
・�発表時間は一般演題が６分、症例報告（＊印）が4分となっております。（プログラム作成の都合上、
　原則的に症例数が 3例以下の演題を症例報告とさせて頂きました。）時間の厳守をお願いいたします。
・�発表データは発表 30 分前までに1階 PC受付までお越しの上、受付及び試写を行って下さい。
・次演者は次演者席で待機して下さい。
・座長は予定時刻の10 分前までに次座長席で待機して下さい。

演者への発表方法のご案内
①Windowsを利用される場合（動画がない場合）

・‌�会場ではWindows 10 および、Power Point 2007、2010、2013 がインストールされたパソコンをご
用意いたします。
  （他のOSで作成した場合は、保存形式を変更するなど互換性にご注意願います）
・フォントは標準で装備されているものをご利用下さい。
  （MS明朝、MSゴシック、MSP明朝、MSPゴシック等）
・ファイル名は演題番号+氏名として下さい。（例：1－Ⅰ－1－1　山田）
・受付可能なメディアはUSBのメモリースティックとなります。

②Macintoshを利用される場合、Windowsで動画がある場合

・�Macintoshを使用される場合、又は動画のある発表データを利用される場合は、ご自分のパソコン
およびACアダプタを持参願います。
・�出力にはD-Sub15ピンメスコネクタを利用しますので、パソコンにコネクタがあるかをご確認下さい。
   変換コネクタが必要なパソコンの場合は必ず変換コネクタをご持参下さい。
・ミラーリングの設定を事前に行って下さい。
・スクリーンセーバーや省電力等の設定はお切り下さい。

・発表データは念のため、USBメモリースティックにてお持ち下さい。



質疑応答についてのお願い
・口演の後、活発な討議を期待しています。
・�質問される方は予めマイクの前で待機し、座長の指示に従って所属、氏名を述べてから発言し
て下さい。
・質疑応答は要領よく簡潔にお願いいたします。

教育研修講演を受講される方へのお願い
・日整会 ICカードを必ずご持参下さい。
・１階の総合受付で、受講料（１演題 1,000 円）を添えてお申し込みください。
・�講演開始 10 分前から開始 10 分後までの所定の時間に会場入口のカード読み取り機に会員カー
ドをかざして出席登録を行って下さい。
・�学会終了から 1週間程度で単位が反映されます。日整会会員専用ページの「専門医制度取得単
位照会の単位振替システム」にて単位取得状況をお確かめください。取得した単位で、複数の
必須分野等が認定されている場合、自動的に小さな方の分類番号として登録されます。
    例）　N1、N3、Rが認定されている場合、自動的に N1 になります。
    　　※ �N3 や Rの単位として登録したい場合は、開催日から 1週間後、公益社団法人日本整形

外科学会のホームページより「単位振替システム」を使って分野番号を変更してください。
    　　・ �2017 年 4 月より、新専門医システム導入に伴い、教育研修講演受講のシステムリニュー

アルがなされました。
    　　・ �詳しくは、会員専用ページに掲載されている新専門医管理システム導入に伴うシステム

リニューアルのお知らせをご覧下さい。

整形外科専門医　学会参加単位登録について
・�認定教育研修講演で単位を取得された専門医には、学会参加単位（３単位）が自動的に付加されます。
・�認定教育研修講演は受講しないが、学会参加単位のみを取得希望する専門医は、参加証を日整
会へ FAXでお送り下さい （FAX : 03-3818-2337）。

COI（利益相反）について
学会発表をなさる先生の方々へ COI（利益相反）につきましてはWEBサイトにありますテンプレート
（pptx）を参考に発表スライドを作成していただくようよろしくお願いいたします。
https://site2.convention.co.jp/hokuseisai136/

評議員の皆様へ
評議員会は 1月 26 日㈯ 12：15 ～ 13：00、札幌医科大学基礎医学研究棟５階にて開催いたします。
昼食をご準備いたします。




